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付録　１．１層建物の振動解析プログラムについて

　　　２．２層建物の振動解析プログラムについて

１層建物（１自由度系モデル）と２層建物（２自由度系モデル）の線形加速度法による振動解析プログラムの使用法を説明します。プログラムは朝倉書店のダウンロードページからダウンロードして、使用することができます（2006.0401、建築の振動、より）。

1. １層建物の振動解析プログラムについて

  1.1 データ入力画面

１層建物（１質点せん断系モデル）の振動解析プログラム（1_Mass Simulation.exe）を起動すると、図1の入力データ画面が現れる。左欄は初期設定画面であり、モデルのばね剛性（kN/cm）、質量（kg）、減衰定数（h, %）、及び時刻歴解析用の分割時間（秒）と解析時間（秒）のデータを指定する。

　右欄は外力選択画面であり、初期変位（cm）、初期速度（cm/s）、定常波（加速度）、定常波（変位）、地震波から選択できる。

　a) 初期変位（cm）：初期変位値を与え、自由振動を設定する。これを選択すると初期速度は０に仮定される。

　b) 初期速度（cm/s）：初期速度値を与え、自由振動を設定する。これを選択すると初期変位は０に仮定される。

　c) 定常波（加速度）：定常波（sin波）による地動加速度波入力を設定する。定常波の周期（秒）と振幅値（最大値、gal=cm/s2）を入力する。

　d) 定常波（変位）：定常波（sin波）による地動変位波入力を設定する。定常波の周期（秒と）振幅値（最大値、cm）を入力する。

　e) 地震波：地震などによる任意の地動加速度波入力を設定する。地震加速度波の指定は、右側にある地震波選択ボタンから行う。

　f) 地震波選択：地震波などによる任意の地動加速度波の入力データファイルを指定する（図２）。

　　入力データの書式は、図２（右）に示すように1行目に時間刻み（分割時間）、２行目以降が加速度の時刻歴データである必要がある。時間刻みは分割時間として初期設定画面に表示される。解析時間は初期設定のままである。
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入力データ画面の最下段にある各ボタンの機能を説明する。

　a) 固有周期の表示：固有周期を計算し、表示する。

c) 解析開始：解析を開始する。動画表示にチェックしてある場合、動画表示画面に移行する。 

  d) 保存先選択：解析を終了した後、データを書き出すためのファイルを指定する。拡張子は.csvであることが望ましい。例えば、ファイル名をtest.csvとした場合、出力データは

test.csv(建物パラメータ).csv、test.csv(時刻暦応答).csv

　　の２つのデータが書き出される。前者は建物の剛性と質量、減衰定数、固有周期が書き込まれる。後者は、時刻(s)、入力加速度(cm/s2)、応答加速度(cm/s2)、応答速度(cm/s)、応答変位(cm)の各データがcsv形式で出力される。

　e) 保存：上の保存先選択で指定したファイル名で解析データを保存する。

　f) 終了：プログラムを終了する。

1.2 動画表示画面

データ入力画面で動画表示にチェックがある場合、解析を実行すると図３に示す動画表示画面が表示される。左段には上から順に入力加速度、応答加速度、応答速度、応答変位である。右段には建物の振動アニメーションと、解析中の現在の時刻、入力加速度、応答値の最大・最小値が表示される。




2. ２層建物の振動解析プログラムについて

2.1. データ入力画面

２層建物の振動解析プログラム（2_Mass Simulation.exe）を起動すると、図４の入力データ画面が現れる。左上は初期設定画面であり、１層と２層のばね剛性（kN/cm）、質量（kg）、１、２モードの減衰定数（h, %）、及び時刻歴解析用の分割時間（秒）と解析時間（秒）のデータを設定する。なお、デフォルトの初期値は本文３章の例題3.1～3.3の値が設定されている。

　左欄の２段目は外力選択画面である。初期変位（cm）、初期速度（cm/s）、定常波（加速度）、定常波（変位）、地震波から選択できる。

　a) 初期変位（cm）：１層・２層の初期変位値を与え、自由振動を設定する。これを選択すると初期速度は０に仮定される。

　b) 初期速度（cm/s）：１層・２層の初期速度値を与え、自由振動を設定する。これを選択すると初期変位は０に仮定される。

　c) 定常波（加速度）：定常波（sin波）による地動加速度波入力を設定する。定常波の周期（秒と）振幅値（最大値、gal=cm/s2）を入力する。

　d) 定常波（変位）：定常波（sin波）による地動変位波入力を設定する。定常波の周期（秒）と振幅値（最大値、cm）を入力する。

　e) 地震波：地震などによる任意の地動加速度波入力を設定する。地震加速度波の指定は、右段にある地震波選択ボタンから行う。



次に右段の各ボタンの機能を説明する。

　a) 固有周期の表示：１、２次の固有周期を計算し、下の段に表示する。

　b) 地震波選択：地震波などによる任意の地動加速度波の入力データファイルを指定する。

　　入力データ画面とデータの書式は、図２の１層建物のものと全く同じである。入力データは1行目に時間刻み（分割時間）、２行目以降が加速度の時刻歴データである必要がある。時間刻みは分割時間として初期設定画面に表示される。解析時間は初期設定のままである。

c) 解析開始：解析を開始する。下の動画表示にチェックがある場合、動画表示画面に移行する。 

  d) 保存先選択：解析を終了した後、データを書き出すためのファイルを指定する。拡張子は.csvであることが望ましい。例えば、ファイル名をtest.csvとした場合、出力データは

test.csv(建物パラメータ).csv、test.csv(時刻暦応答).csv

　　の２つのデータが書き出される。前者は１・２層の剛性と質量、１・２次モードの減衰定数と固有周期が書き込まれる。後者は、時刻(s)、入力加速度(cm/s2)、応答加速度(下層)(cm/s2)、応答速度(下層)(cm/s)
、応答変位(下層)(cm)、応答加速度(上層)(cm/s2)、応答速度(上層)(cm/s)、応答変位(上層)(cm)の各データがcsv形式で出力される。

　e) 保存：上の保存先選択で指定したファイル名で解析データを保存する。

　f) 終了：プログラムを終了する。

2）動画表示画面

データ入力画面で動画表示にチェックがある場合、解析を実行すると図５に示す動画表示画面が表示される。左段には上から順に入力加速度、応答加速度、応答速度、応答変位が表示される。応答波形の１層目が青色で、２層目が赤色で表示される。右段には２層建物のアニメーションと、解析中の現在の時刻、入力加速度、応答値の最大・最小値が表示される。
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図５ ２層建物の振動解析プログラムによる動画画面





図4  ２層建物の振動解析プログラム（2_Mass Simulation.exe）の入力データ画面





図３ １層建物の振動解析プログラムによる動画画面





図２ 入力波選択画面（左）と地震波データ（右：加速度波形）の例。入力選択画面で、地震波データファイルを指定する（図ではエルセントロ波の例で、csv形式ファイル）。地震波データのフォーマットは、１行目が時間刻み（例では0.01秒）で、２行目以降に加速度の時刻例データ値が入る。





図１ １層建物の振動解析プログラム（1_Mass Simulation.exe）の入力データ画面


































































































